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２０２１年８月１７日 日本鉄道労働組合連合会 

「21 世紀の鉄道を考える議員フォーラム」所属議員秘書との勉強会 

 
ＪＲ連合は８月 10 日、ＪＲ連合「21 世紀の鉄

道を考える議員フォーラム」所属の国会議員秘書

を対象とした勉強会を、コロナ禍の情勢に鑑み、

Ｚｏｏｍを活用して初めてオンライン形式で開

催した。 

 冒頭、荻山市朗会長が代表して挨拶を行い、コ

ロナ禍の長期化によって人流は抑制され続け、ＪＲ各社は発足以来の深刻な経営状

況となっていることを説明した。そのうえで、ＪＲ連合としては、連合と連携を図

って産業雇用安定助成金など雇用に関する支援拡充を実現してきたことや、議員フ

ォーラム所属議員・秘書の協力のもと、サービス連合・航空連合とともに合同での

要請行動を展開してきたことを紹介した。また、特に今後、公共交通に対する忌避

感の払拭や需要回復に向けた政策の実現に向けては、さらなる連携・協力が不可欠

であると訴えた。 

 その後、森安祐貴交通政策部長より、コロナ禍

における諸課題や持続可能な交通体系の確立と

維持・発展に向けた諸課題、ＪＲ北海道・ＪＲ四

国・ＪＲ貨物の経営自立に向けた諸課題など、政

策に関する課題の説明を行った。また、相良夏樹

組織部長からはＪＲ労働界の現状など組織に関

する課題について説明し、理解を求めた。 

 最後は、例年であれば、国会議員の選出エリアごとに各単組で分かれて意見交換

を行っていたが、今回はそうした取り組みができないため、全体での質疑応答を行

った。具体的にはＪＲ各社におけるワクチン職域接種状況や感染対策状況、鉄道に

おけるテロ対策等についての質問が出され、意見交換を行った。 

 ＪＲ連合は、引き続きＪＲ産業の課題解決に向けて理解ある国会議員・秘書との

連携を強化し、産業の持続的発展に向けて戦略的に取り組みを展開していく。 

 


